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はじめに
武器の 「進化」のみならず,「 退化」 も視点に含めてその変遷を分析するとい う試みは,
少な くとも考古学においては,従 来ほとんどなされたことがなかった。その理由は,こ れま
での日本考古学やその基盤にある戦後歴史学のコンセプ トが,す べからく社会 「発展」 とい
う一方向のベク トルないし単一の 「評価基準」によって過去の社会変化を理解するという,
ある意味では一面的な視座にほぼ終始してきたことによる。武器という一つの道具の変遷 を
追う際の見方 もまたその視座に規定されて,機 能の進化や発展の側面のみが析出され,退 化
や停滞 といった側面は,あ まり重視されてこなかった。小論では,こ うした後ろ向きの営力
も考慮に入れながら,主 として日本列島中央部における弥生～古墳時代の武器の変遷 を図式
化 し,そ れが社会変化のダイナミクスといかに関係していたのか という問題についても,予
察を示 したい
さて,考 古学で対象とする武器の形態的側面に,ど のような変化やしるしが現れた場合に,
「進化」 あるいは 「退化」 と評価できるだろうか。この問題は難 しいが,さ しあたり,次 の
ように理解してお く。まず,武 器の第一義的な機能が戦闘における殺傷能力にあるとすれば,
それが向上する方向の変化を進化と捉えたい。たとえば,弓 の場合は弓力(発 射速度)の 上
昇,刀 剣の場合は一定度までの刃の伸長や強靭化がそれに相当しよう。これに対して退化は,
殺傷能力 とは無関係の,な い しはむしろそれを阻害する方向での変化,す なわち刃の矮小化
や強靭 さの後退,ま たは肥大や装飾性の増大を指すことにする。肥大や装飾性の増大は,呪
的能力など武器の精神的側面での 「威力」 という点からみれば一種の発屡 とみられな くもな




るとい う意味で,個 々の武器それぞれの機能増強はたとえ著しくな くとも,武 器の進化の一
形態 と評価 されよう'。逆に,こ うした製作体制が崩れ,規 格性が緩んで生産量 も低落する場
合は,退 化の一・形態 と理解することができる。











衝撃武器 〔短兵〕剣(短 剣 ・長剣)・ 刀(短 刀 ・長刀)・ 闘斧 ・棍棒
〔長兵〕ヤ リ ・矛 ・戈
投 射武器 投 ヤ リ ・弓矢(弓 ・矢柄 ・鏃)・ 弩 ・投 弾
楯 ・甲冑(馬 用 も含 む)
指揮棒 ・楽器 ・旗
馬 ・船 ・車
矢筒(靱 ・胡 ろ く),鞆,な ど
これ らの うち,闘 斧 ・棍 棒 ・投 ヤ リ ・弩 ・指揮棒 ・楽器 ・旗 ・船(軍 船)・ 車 は,確 か に実
在 した形跡 がないか微証程度であ るが,可 能性 としてあ げてお くこ とにす る。
1武 器の進化と退化の過程
実際の出土資料に基づいて武器の変遷をたどり,そ の進化 と退化の過程を以下の四つの段
階に分けて捉える。1期:弥 生時代早期～中期,2期:弥 生時代後期～末期,3期:古;墳 時
代前期～中期,4期:古 墳時代後期～末期。
(1)1期:弥 生時代早期～中期(紀 元前5～4世 紀から紀元前1世 紀,図1)
朝鮮半島に由来する石製の短剣と鏃(弓 矢)が 主体の1-a期 と,や は り朝鮮半島から伝播
した青銅製の短剣 ・矛 ・戈がそれに加わる1-b期 とに細分する。
1-a期(弥 生時代早期～前期,紀 元前5～4世 紀から紀元前3～2世 紀)弥 生早期(縄
文晩期末)に 朝鮮半島から伝わった水稲農耕文化複合の本格的第1波 といわれる渡来要素の
一つとして,有 柄式磨製石剣(図1-1)・ 柳葉形磨製石鏃(同8)と いう武器の組み合わ
せが,北 部九州を中心 とした列島中央部西半に現れる。柳葉形磨製石鏃を装着 した矢柄およ
びそれを発射 した弓は,資 料上は確定されていないが,後 者については,佐 賀県唐津市菜畑
遺跡から出土した定形加工弓がその候補の一つとなろう(註1)。
菜畑の定形加工弓は,弓 体の部分に応 じて断面形状を調整加工することにより,発 射時に
その反発力が無駄なく集中的に矢に伝わるようにしている点で,縄 文時代の丸木弓よりも優
れた機能をもつものと判断できる。 また,こ の1期 に,弓 と弦を装着する方法が改善された




1馬 田上原(福 岡),2・3板 付田端(福 岡),4水 城(福 岡),5津 古内畑(福 岡),







れを付けた当然大形であろう矢柄の重量 も考えると,断 定はできないが,そ のような高い機
能をもった新たな弓こそそれに適うものであったと想定されよう。この柳葉形磨製石鏃は,
長大さと極度に鋭い先端角度,お よびその整美 さから,儀 礼色の強い非実用品とする説 もあ
るが,福 岡県前原市新町遺跡の人骨嵌入例によって,実 用品を含んでいたことが判明した。
その後,柳 葉形磨製石鏃は,よ り量産に適 した実用的な形へ とやや変容 しながら,東 方の
瀬戸内付近にまで分布 を広げる。磨製石剣もまた,「鉄剣形」 とよばれる厚手で簡素な形へ
の比重 を高めつつ,増 加の傾向をたどる。次の1-b期 にかけてその先端部が人骨に嵌入 した
例が散見されるようになることから,こ れらもまた実用品を含んでいたと考えられる。さら
に,こ れらの磨製石鏃や磨製石剣は,波 及した瀬戸内中部以東の地域でも在来の打製の技術
で写 し取 られ,有 茎式を中心とする大形の打製石鏃(図1-9・10)や 打製石剣(同6)が
生み出された(村 田1998)。 ただし,そ れらが武器として実用 された程度は,資 料上では明
確でない。
1-b期(弥 生時代前期末～中期末,紀 元前2～3世 紀から紀元前1世 紀)弥 生前期末
には,朝 鮮半島からの第2波 の渡来要素 として,青 銅製の短剣(図1-2)・ 矛(同3)・ 戈
(同4)の3種 が北部九州を中心 とした地域に現れ,ま もなく列島内での生産が始まるとさ
れる。これら青銅製武・器は,人 骨嵌入や折損 ・研 ぎ直 しの例(橋 口1992)か ら,実 用品を含
んでいたことは疑いない。前の小期以来の磨製石剣にも人骨嵌入例があ り,引 き続いて多 く




れる例がかなりあり,比 率的にはやは り大形品が多いことか ら,そ れらを中心に対人用とし
て使われた可能性が高い。武器 としての実用を示す例はないが,東 海や中部高地では大形の
磨製石鏃が盛行する。
この小期には,鉄 製の武器 も定量的に現れる。短剣 ・短刀 ・矛 ・鏃で,量 的には北部九州
が他を大 きく凌駕するが,短 剣や鏃は散発的ながらも近畿付近にまで分布が広がる。鉄製武
器は実用を示す証左 に乏 しいが(註2),北 部九州では鏃の人骨嵌入例がい くつかある。そ
の他の武器 としては,土 製や石製の投弾や,木 製の甲 ・楯 といった防御用具の存在が指摘 さ
れる。また,闘 斧あるいは指揮棒としての役割が想定される環状石斧 もしばしば認められる
が,実 際にそうした機能を帯びていたかどうかは実証されていない。
1期:小 結1期 は,朝 鮮半島か ら,北 部九州を窓口として,す でにほぼ完成された武器
やその体系が大 きく2つ の波をなして列島中央部に伝わり,定 着 した段階である。第1波 で
70
日本列島における先史 ・古代武器の進化と退化
は弓矢+短 剣 とい う組み合わせが,第2波 ではそれに加 えて長兵(矛 ・戈)が 伝えられた。
攻撃用武器の種類としては,古 墳時代までの約1千 年間でこの時期がもっとも豊富であるこ
とには注意すべきであろう。
これ らの武器個々は,列 島に流入後,と くに
明確な機能的発達すなわち進化を示すわけでは
ない。 しか し,そ れ らは実際に人に向けて用い
られ,ま た,列 島内各地に伝播 して各地で在地
的な武器(北 部九州～近畿の鉄剣形磨製石剣,
瀬戸内～近畿の打製石剣や大形打製石鏃 など)
が生み出される契機 とな り,そ れら在地的な武











は,主 として矛 ・戈 といった長兵の衰滅に具現
化 される武器の種類の減少 と,そ れと併行 して
進む武器の鉄器化である。










図22期 の武器(断 面黒塗りは青銅製,斜 線
は鉄製)
1二 塚山(佐賀),2・3有 馬(群 馬),4函 石浜
(京都),5大 中の湖南(滋賀),6波 来浜(島根),





弓矢の鏃 も鉄器化が進み(図2-7・8),後 期後半には石鏃を凌 ぐようになる。同時に,
鏃に限ってはこの時期になって青銅製の実用的な製品が急増 し(同4～6),近 畿東部の大
和 ・近江か ら東海にかけては鉄鏃よりも量的比重が高い。その人骨嵌入例 も確認されてお り,
武器として実用 されたことはほぼ疑いない。弓本体については情報が少なく,弩 とされる木
製品も知 られているが,実 用品かどうかという問題 も含めて類例の蓄積が待たれよう。矢を
受ける木製の楯,あ るいは甲の例はこの段階に入って増加する。
2期=小 結 このように,当 時期には,前 の段階に多様であった攻撃武器が,弓 矢+短 兵
(刀剣)と いう組み合 わせに単純化し,銅 鏃を除いては,ほ ぼ鉄という単一の材料で作 られ
るようになる。1期 に矛 ・戈など多様であった長兵は,鉄 製短剣 と互換的に用いられる鉄ヤ
リとわずかな鉄矛のみ となり,全 体的に下火である。すなわち,種 類と材質という二つの面
で,集 約化,単 純化が生 じたということができよう。石や青銅に比べて強靭な鉄の使用 は,
剣の殺傷能力を高め,刃 渡 りの伸長や刀 という武器の出現を可能ならしめた。そうした意味
で,武 器の鉄器化は,一 般的には進化 と評価できよう。
しかし,こ の時期の鉄器化は,武 器のみならず,全 般的な道具一般について認められるこ
とである。 さらに,鉄 製武器のうちもっとも普及する鉄剣 をみると,北 部九州産など機能的
に優れたものもあるが,技 術の低い東方の地域で作 られたものなどを中心に,き わめて薄 く,
刃の焼 きいれもしていない脆弱な製品 もみ られる。 これらは実用の武器というよりも,ほ と
んどが副葬品として出土する事実などか ら,副 葬用雛型 ともいうべ き葬具や威信具であった
可能性を指摘する意見 もある(村 上1998)。 長剣や刀など,新 たな機能的前進が窺 えるもの
は数量面で主体的とはいえず,そ の多 くは輸入品と考えられている(池 淵1993,村 上1998)。
以上のような状況をみると,こ の段階における列島内の武器については,前 段階にみ られ
た定着と進化の動 きが,そ のままスムースに引 き継がれたものとは評価 しがたい。鉄器化 と
いう前向きの流れはあるが,青 銅製武器の肥大化 と実用性の喪失,実 用に耐えがたい雛型 と
もいうべき鉄剣の増加などは,冒 頭で示 した基準に照 らせば,む しろ 「退化」の側面として
捉 えられよう。2期 は,列 島中央部の武器史の中では,そ うした側面が強 く表れた時期と評
価できる。
(3)3期=古 墳時代前期～中期(3世 紀後半～5世 紀,図3)
この段階は,鉄 製を中心 として新たな武器が現れ,そ れぞれの武器に機能的な向上が認め
られる時期である。鉄製の甲冑が現れる3-a期,甲 冑や鉄鏃の形態 と生産体制が革新 される
3-b期,馬 具や挂甲など新 しい様式の武器が加わる3-c期 という三つの小期に分ける。
3-a期(古 墳時代前期,3世 紀後半～4世 紀中葉)武 器の完全な鉄・器化を前提 として,





1雪 野山(滋 賀),2～5椿 井大塚山(京都)
9随 庵(岡 山),10小 木原3号(宮 崎)
(各報告書 ・報文よりトレース)
6園 部垣内(京都),7老 司(福岡),8豊 中大塚(大 阪),
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の中でも大 きなエポックであり,さ らにそれがいわゆる定型化 した前方後円墳の成立とほぼ
軌を一にするとみられることから,こ れを画期とする古墳時代前期の始まりをもって3-a期
の開始 とする。
まず,こ の時期には,列 島内の主だった首長墓の副葬品として長刀(図3-1・2)が 普
通にみられるようになり,し だいに増加する。当初は,素 環頭をもつ もの(同2)な どを中
心に,中 国からの輸入品を相当数含んでいるようであり(岡 村1999),列 島内での生産開始
時期については今後の研究が待たれる。ただし,弥 生時代以来の短剣 も多 く残 り,首 長墓へ
の多量副葬や階層的低位の中小古墳の副葬品としては,短 剣(図2-4)が 主流を占める。
短剣 には長柄を付けてヤリとして使用されたものが明 らかに多 くなり(同3,菅 谷1988),
長兵が,こ の段階に量的には比重を回復 していることに注意したい。




とみ られる。身部の厚手化 とともに,よ り堅固な対象物を射抜 く力が向上する方向での機能
的発達 と評価できよう。
朝鮮半島では,同 じ加工 はすでに磨製石鏃の段階か らみ られ,鉄 鏃にも及んでいる(図
4-7)。 鉄鏃におけるこの加工の普遍化が,朝 鮮半島と日本列島のいずれで先行するのか
については今後の課題であるが,両 地域が連動 しつつ,上 述のような鉄鏃の機能的発達 を実
現 していることには注 目されよう。ただし,日 本列島では,こ の種の鉄鏃は美麗化の方向を
た どり,良 質の青銅や,や がては碧玉で も作 られるようになって,「飾 り矢」の意味が第一




鉄製甲冑は,ま ずこの小期の最初に,基 本的に馬蹄形の小鉄板を魚鱗状に革紐で綴 じて成
形 した小札革綴冑(図3-5)が 現れ,そ の系譜は中国に求め られることが明らかにされて
いる(橋 本1999)。 続いて,こ の小期の中頃から後半にかけて,帯 状 もしくはカルタ状の鉄
板を革綴成形した縦矧板革綴短甲 ・方形板革綴短甲(図3-6)が 現れる。朝鮮半島からの
輸入品とみる考えがあったが,近 年では列島産説 も出ている(橋 本1999)。 現在のところ,
この2種 の短甲の出土例は20領程度であり,そ れぞれ個体差が大きいことから,列 島産であ
った としても,ま だ組織的な量産体制が整っていなかった可能性が高い(野 上1966)。 なお,
革や繊維などの有機質製の甲冑もあったらしい。




図43～4期 における鏃の系統と変遷(断 面黒塗りは青銅製,斜 線は鉄製)
1・2椿 井大塚山(京都),3殿 山9号(岡 山),4浦 間茶臼山(岡山),5権 現山51号(兵 庫),6弘 住3号
(広島),7禮 安里93号(韓 国),8山 王寺大桝塚(栃木),9松 林山(静岡),10園 部垣内(京都),11メ ス
リ山(奈 良),12花 光寺山(岡 山),13妙 見山(京都),14バ カリゴーロ(香川),15禮 安里150号(韓 国),
16・18黄 金塚(大阪),17金 蔵山(岡山),19豊 中大塚(大 阪),20幅 泉洞21号(韓 国),21野 山 ・野山支群
11号(奈 良),22野 山 ・池殿奥支群3号,23野 中(大阪),24・25幅 泉洞10号(韓 国),26石 光山16号(奈




のあ り方からみて,生 産の技術と体制が確立し,量 産されるようになった可能性が高い。
鉄鏃は,角 棒状の分厚い身部と,茎 部との間の明瞭な段加工を特徴 とする一群の中で,よ
り実用的な形態となったものが現れ(図4-19),前 段階以来のそれが美麗化 した一群や,
弥生時代以来の扁平な一群に取って代わる。これらは,前 の小期以来朝鮮半島で主流になっ
ていたものであり(図4-15),そ こから伝播 した一群と捉えられる(松 木1991)。 このこと
によって,鉄 鏃は,前 の小期に顕著な儀器色が薄まり,全 体 として大きく実用色を強めるこ
とになるのである。なお,青 銅製や碧玉製の鏃が,こ の小期の始まりと前後 して消滅するこ
とも,鏃 全体の実用色 を濃 くすることにつながっている。
革新は鉄製甲冑にもみられる。前の小期に作 られていた縦矧板革綴 ・方形板革綴の2型 式
の短甲は個体差が大 きく,部 材の形態なども統一されていなかったのに対 し,こ の小期から
現れる長方板革綴(図3-8)・ 三角板革綴(同7)の2型 式の短甲は個体差がきわめて小
さく,部 材の形態 も企画性がある。また,そ の数も,前 の小期の2型 式を大 きく凌駕 し,中
小の古墳にも普通に認められるようになる(藤 田1988)。 同じ手法で作 られた冑や頸甲 ・肩
甲などの付属具 も現れる。組織的な製作体制が確立 し,量 産が始まった可能性が強い(北 野
1962,野 上1966ほ か)。
3-c期(古 墳時代中期後半,5世 紀中葉～後葉)長 刀の優位 と量産の体制が確立する。
副葬用の儀器を含む可能性があるので注意を要するが,古 墳によっては数百本を埋納する例
がみ られる。また,前 の小期以前は断片的にしかみられなかった鉄矛が,こ の小期以降は増
加の傾向をみせる。ただし,量 的には長刀にはるかに及ばない。
鉄鏃は,角 棒状の身部が長 く伸びた長頸式とよばれるものに形態が統一される(図4-23)。
この動きは,朝 鮮半島でもほぼ同 じ時期に認めることができ(同24,松 木1999),彼 我の交
流関係の中で生じた現象であったと考えられる。
鉄製甲冑は,前 の小期に確立 した部材の形態と画一性を踏襲 しつつ も,そ れらを鋲で綴 じ
合わせるとい う新 しい手法が現れ,短 甲においては横矧板鋲留短甲(図3-10)・ 三角板鋲
留短甲(9)の2型 式が成立する。この鋲留の技法は冑にも取 り入れられ,細 板鋲留衝角付
冑 ・細板鋲留眉庇付冑 ・横矧板鋲留衝角付 冑などが現れる。これらの甲冑は,依 然として企
画的な部材の組み合わせに加え,鋲 留技法という新手法の採用により,前 の小期以上に量産
されたことが,そ の出土数か らも明 らかである。
3期=小 結 この時期は,武 器の鉄器化 とその製作技法の向上という技術的前提を基礎 と
して,長 刀の普及と増加,鉄 製甲冑の出現および改良 ・量産化,鉄 鏃の革新 とその完遂など
といった,武 器の機能面と生産面での革新が連続的に生 じる。
当初の3-a期 には,飾 り矢の盛行など,機 能的発達とは別方向の装飾化傾向が一部にみられ
るが,鉄 製甲冑や長刀という新 しい武器体系の浸透が始まり,3-b期 には個々の武器の機能
および生産体制という両面における著 しい発達が認められ,3-c期 にはほぼ完成される。こ







連動 したりしなが ら進展 していることである。3期 の武
器が,こ うした対外交流 を一つの背景ない しは営力 と
して進化 したことに注意 してお きたい。
(4)4期=古 墳時代後期～末期(6世 紀～7世 紀前半,
図5)
この段階は,前 段階までに進化 してきた武器の発達
が停滞 した り,生 産体制が衰滅 した りする一方で,馬
具 ・挂甲 ・装飾付大刀 という新たな武器の組み合わせ











存 していた当時には,短 甲が比較的小規模 な古;墳から
もあまね く出るのに対 し,挂 甲をもつのは前方後円墳
など大形墳である場合が多かったことから(川 西1983),
その出現 の当初から,挂 甲は短甲に比べて身分表象的
ない しは威儀具的な色彩が強かった と認め られ よう。
部品数や製作工程数か ら考えても,そ の製作コス ト自
体,短 甲よ り大 きかったと想定される。
馬具 もまた前段階か ら現れ始めてはいるが,普 遍化
するのはこの段階以降である。それらは,前 段階の古
式の ものに比べて明 らか に装飾性が高い。 とくに鏡
板 ・杏葉の装飾性の高 さは東アジアで も出色の地域の
図54期 の武器(す べて鉄製,一部金銅装)





一つ といえ,そ れ らは騎乗用具というより,む しろ飾 り馬の装具と捉えた方が適切 といえよ
う。ただし,こ の時期の後半に当たる6世 紀後半から7世 紀にかけては,装 飾性の少ない簡
素な部品からなる馬具が,や や小規模な古;墳の副葬品を中心に増加する。
長刀(図5-3)は,前 時期に引き続 き生産 ・副葬 ともに続いていくようであるが,茎 の
形態などに細かい変化が指摘 されるほかは(臼 杵1984),明 確な機能向上を窺わせるような
発達は認めがたい。そのいっぽう,把 頭や鞘に透彫 ・象嵌などの精巧な細工を施し,各 種の
付属具をもった装飾付大刀(図5-1・2)が 顕在化 し,当 時期後半の6世 紀後半以降,増
加が目立つ。朝鮮半島の意匠の影響を受けつつ,多 くは列島内で生産されたと考えられてい
る(新 納1982)。 実用よりも威儀具 としての色彩が強いとみて大過あるまい。また,装 飾付
でない通有の ものも含め,長 刀の中に,片 手では扱えないほど長大化 したものが現れるが,
これらについても威儀具 としての性格を想定 しておくべきであろう。
鉄鏃は,前 時期末の3-c期 に,長 頸式鉄鏃として,形 態上一応の完成をみせたあと,こ の
時期以後はとくに明確な機能的発達のしるしは示さない。むしろ,全 般的に刃部の縮小 と軽
量化(尾 上1993),身 部(頸 部)と 茎部問との段加工の簡略化など,む しろ機能的には後退
といってもよい方向での変化が指摘できる(図4-29)。 鉄鏃の中には,3-a期 に顕在化 した
平根系の系譜を引 く大形扁平の身部 と刃部をもった一群(同26～28)が あり,こ れが地域毎
にさまざまな形態 ・意匠の特色 をみせながら(杉 山1988・ 尾上1993),儀 器的な鏃 としてこ
の時期にもっとも発達する点にも注意される。
こうした鏃(矢)の 儀器化傾向とともに,弓 の装飾化も進んだらしく,飾 り弓の装具に用
いられた と考えられる両頭金具などが,し ばしば認められる。その他,こ の時期に顕在化す
るものとして,身 部の断面が三角形を呈する三角穂式鉄矛(高 田1998)な どがある。
4期:小 結 この時期は,装 飾付大刀 ・飾 り馬具 ・飾 り弓 ・挂甲など,き わめて装飾性の
高い,な いしは威儀具的な武器の様式が,顕 現する段階である。またその一方で,意 匠性に
富む鉄鏃や実用とはみなしがたい長大な刀など,在 来の武器の一部にも儀器的色彩の強まり
が認め られる。前段階を通 じて進んできた鉄鏃 ・刀などの一般実用武器は,こ の時期にはさ
したる機能的発達 をみせない。
以上のことか ら,こ の時期は,武 器の実用的側面においては停滞ないし退化の方向が強ま
った段階と捉 えられよう。
2.武 器の進化 ・退化 と社会変化
(1)列 島中央部の社会変化プロセス
前章では,日 本列島中央部における武器の変遷をあとづけ,そ の進化 と退化のパターンを
整理してみた。簡単にまとめてお くと,日 本列島に武器が現れる紀元前5～4世 紀から紀元
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前1世 紀 までの1期 は進化,紀 元後1世 紀～3世 紀前半の2期 は退化,3世 紀後半～5世 紀
の3期 は進化,6世 紀～7世 紀前半の4期 は退化というように,そ れぞれ評価できる。むろ
ん,詳 細にみれば,前 章の具体的作業の中でも極力拾い上げたように,進 化傾向の中で退化
の様相を,あ るいは退化過程の中で進化の様相を示す要素もあるし,そ れぞれの段階の境界
が実際には画然と分かれず,過 渡期のさまざまな具体的状況が細か く抽出できることは明白




ら律令国家形成に向けて,一 定の社会編成が完成され保たれる静的な 「安定期」 と,そ れが
弛緩 し混乱 してまた次段階の編成に向か う動的な 「形成期」の周期的交代 として捉えると,
大まかに次のように整理できる。
紀元前5～4世 紀(弥 生時代早期)に 列島に稲作農耕文化が伝 えられた後,在 来の文化 と
の接触がもたらす多少の混乱は経るものの,お おむね紀元前3世 紀頃(弥 生時代前期後半)
には東海付近までの各地域に農耕集団が形成 される。以後,中 期まで継続する拠点的な大形
集落:と周辺の中小集落というフォーメイションに具現化された地域社会が,セ トルメントパ
ターンをみる限 りは各地とも安定して続 き,そ の最後の段階に当たる紀元前1世 紀の中期後
葉には,近 畿ではしば しば中心的建物を備えた大形環濠集落,北 部九州では夥 しい副葬品を
もった厚葬墓など,地 域ごとに独自の文化資本の蓄積 をみせる。この段階(紀 元前5～4世
紀から紀元前1世 紀)は 上記の安定期と捉えられ,前 章であとづけた武器の変遷過程では進
化の段階として評価 した1期 にほぼ当たる。
紀元後1世 紀に入ると,上 記のフォーメイションは多 くの地域で崩壊 し,従 来の文化資本
も断絶した り放棄 されたりする。それまでとは別の場所に大形集落が現れる地域もあるが,
次の2世 紀 までを通 じてみるとそれらの多 くはあまり長 く続かず,セ トルメントパターンは
総 じて不安定である。そうした中から,3世 紀の前半頃には,奈 良県纏向遺跡を代表とする
ような,面 的な広が りをもって人口が密集 し,広 域交流を示す他地域産の土器を多 く出す新
たなタイプの大形集落が,各 地の枢要部に形成されて くる。文化資本についていえば,2世
紀までは銅矛 ・銅戈 ・銅鐸などの青銅製祭器,あ るいは地域ごとに多様な形をとる墳丘墓な
どが競覇的に大形化するが,3世 紀に入る頃には青銅製祭器は衰滅し,共 通 した形態と内容
をもった墳丘墓が各地に現れる。集落や墳丘墓にみられるこのような状況は,次 の古墳時代
を準備 した動きと捉えられよう。この段階(紀 元後1世 紀～3世 紀前半)は,従 来の編成が
崩壊 し,そ の混乱の中か ら次の編成が作 り出されて くる形成期と評価で きよう。武器の変遷
過程では前章の2期,退 化の様相が濃い段階に相当する。
3世 紀後半からが,い わゆる定型化 した前方後円墳によって具現化される古;墳時代となる。
次の4世 紀に入ると東北南部まで前方後円墳が波及 し,列 島各地の集団の多 くが一定の宗教
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的合意のもとに相互の出自や立場を認識 ・承認 しつつ共存 していた状況が見て取れる。4世
紀後葉か ら5世 紀中葉には各地の前方後円墳は巨大化 と凝集を示し,近 畿中央部の河内地域
(古市 ・百舌鳥古墳群)を 一つの規範 とした祭祀センター(古 墳コンプレックス:松 木1997)
が主要各地 に形成 される。5世 紀後葉になると,そ れまでは他の地方にもあった墳丘長
200mを 超える古墳が近畿中央部にしか営まれなくなる。文献史学の上では,大 王を中心 と
する近畿勢力の諸地方勢力に対する優位が確立され,大 王周辺の政治組織が一定の発展をみ
たとされるいわゆる雄略朝期にあた り,前 方後円墳の出現によって始まった古墳時代的な社
会編成の確立期と評価 される。雄略朝期を確立期とするこの段階(3世 紀後半～5世 紀)は
「前方後 円墳体制」(都 出1991)の 拡充に具現された安定期 と捉えられよう。武器の変遷過程
では前章の3期 に当たり,著 しい進化の傾向をみせた段階である。
6世 紀に入ると,前 方後円墳の築造状況に大 きな変化が生じ,近 畿中央部や筑紫 ・尾張な
どのように大規模なものが単発的に築かれる地域,小 規模なもの多数が分散的に造営される
地域,ま ったく築かれない地域など,お そらく地域 ごとの選択や流行による変異が現れる。
このことは,横 穴系墓室の浸透や副葬品の日常化などが示す古墳の社会的意味自体の変容 と
あいまって,前 方後円墳を中核 とする古墳の政治性が低下 した状況の反映と捉 えられ よう。
したがって,古 墳の動向か らじかに列島の社会政治的構造を復元することは難 しくなるが,
文献史学の研究からは,近 畿 と九州の盟主的首長どうしの戦い(磐 井の乱 または磐井戦争)
や,近 畿の盟主的首長(大 王やその陪臣)の 地位の不安定や勢力争いなどが生 じた内乱の多
い時期 とされている。6世 紀末～7世 紀前葉のいわゆる推古朝期を国家形成の画期 とみる考
えもあるが,7世 紀中葉以後も大王周辺の勢力争い,対 外戦争での敗北(白 村江の敗戦),
大王位(天 皇位)を め ぐる抗争(壬 申の乱),内 外に起因する政治的混乱が相次いでいる。
こうした点から,雄 略朝期に一時確立された集権的な体制が崩れた6世 紀か ら,天 皇中心の
宮廷 ・宮都 と律令国家的支配秩序がほぼ確立 された天武 ・持統朝期直前の壬申の乱前後 まで
を,古 代国家の最終的確立に向けての混乱をくぐる形成期と位置付けることができよう。武
器の変遷過程の4期 がこの中に含まれるが,退 化の様相が濃い段階と評価される。
(2)武 器の進化 ・退化の脈動 と社会変化の周期
以上に述べてきた,列 島中央部の社会変化にみられる安定期 と形成期の周期 と,前 章で把
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～5世 紀に当たる3期 の武器の進化については,前 章で具体的に述べたように,主 として朝
鮮半島南部との技術的接触,な い しはそこの武器 との絶えざる影響関係が動力となっていた
ことは明確である。文字記録や文献の研究からは,こ の段階に,列 島と朝鮮半島との間に軍
事的接触 を含む密接 な交流関係があったとされるので,武 器に表れた上記の事象は,そ うし
た歴史的背景で理解することが許されよう。そうであるとすれば,こ の時期の列島内部の安
定は,対 外的な緊張関係によって保たれていたとみることもでき,そ の場合,観 察される武
器の進化は,主 として対外的な緊張関係を営力として実現 されたものと推測 しうるのであ
る。
いずれにしても,小 論において武器の進化 ・退化 と社会変化の過程に密接な相互関係があ
ることが具体的に明らかになったことは一つの到達 といえよう。ただ,そ の相互関係の内実
は,上 記のように,常 識的な先験では理解 しがたいことも確かといえる。このことは,武 器
の もつ意味がきわめて多面的であり,少 なくとも機能と象徴の両面から,そ れが果たした複




(1)た だ し厳密には,菜 畑弓は 「彎弓」ではなく,「半彎弓」とよぶべきであろう。
(2)石 製や青銅製より粘 りが強 く,体 内で折損 してそのまま断片が残ることがほとんどないためと考え
られる。
(3)た だ しそれは,石 剣や銅剣の材質転換形態によって成立したものではなく,や は り形態は外部か ら
もた らされたものと考えられる。
(4)大 多数を占める胴丸式挂甲の;場合,着 用 して騎乗すると草摺部分の前面と背面とが鞍または馬背の
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